
令和3年度 第１回柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略推進委員会

柏原市 政策推進部 企画調整課
令和４年２⽉２２⽇（⽕）

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて

資料２



第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて

（１）第2期総合戦略策定の趣旨・背景

・出⽣率の低下によって引き起こされる⼈⼝の減少に⻭⽌めをかけるとともに、東京圏への⼈⼝の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活⼒ある⽇
本社会を維持することを⽬的に、2014年に「まち・ひと・しごと創⽣法」が制定

これまでの地⽅創⽣の流れ

・同法に基づき国は、2060年に1億⼈程度の⼈⼝を維持するなどの中⻑期的な展望を⽰した「まち・ひと・しごと創⽣⻑期ビジョン」および「まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」を策定

・本市においても、同法の趣旨を踏まえ、少⼦⾼齢化と⼈⼝減少という危機感を共有しながら、国・⼤阪府の総合戦略を勘案し、第４次柏原市総合計画に掲げる将来像「市⺠が活きいきし、
にぎわいにあふれているまち 柏原」の実現に向け、平成27年度に「柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」を策定

・令和元年度で第1期総合戦略の計画期間が終了するため、国は第1期の検証を⾏い、2019年12⽉に「第2期まち・ひと・しごと 創⽣総合戦略」を策定

国の第2期総合戦略の主な⾒直し
・第1期の成果と課題を踏まえて、新たに横断的な⽬標の追加と⼀部の基本⽬標を⾒直した。

第１期総合戦略（４つの基本⽬標）

①地⽅にしごとをつくり、安⼼して働けるようにする

②地⽅への新しいひとの流れをつくる

③若い世代の結婚・出産・⼦育ての希望をかなえる

④時代に合った地域をつくり、安⼼なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

第2期総合戦略（４つの基本⽬標）

①稼ぐ地域をつくるとともに、安⼼して働けるようにする

②地⽅とのつながりを築き、新しいひとの流れをつくる

③結婚・出産・⼦育ての希望をかなえる

④ひとが集う、安⼼して暮らすことができる魅⼒的な地域をつくる
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※⾒直しの趣旨
基本⽬標２（地⽅とのつながりを築く観点の追加）
地域の活⼒を維持・発展させるためには、地⽅創⽣の当事者の最⼤化は不可⽋であることから、地域外からの担い⼿となる「関係⼈⼝」の創出・拡⼤を図る
基本⽬標1・4（ひとが集う、魅⼒を育む観点の追加）
就職を機に東京圏に若者が集まる状況を踏まえ、単に雇⽤を創出するだけではなく、稼げる地域をつくり、賃⾦ややりがいの⾯で魅⼒的なしごとの場を地⽅に創出する必要がある。また、住み続
けたいと思えるような地域をつくるためには、豊かな⾃然・⽂化の中で暮らしたい等、まちの魅⼒を育むことが重要



・第1期では、基本⽅針に基づく3つの戦略の柱を位置づけ、4つの基本⽬標を設定。各⽬標に掲げた数値⽬標の達成状況は以下のとおり。

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて

第1期総合戦略の計画期間延⻑

・当初5年間の計画期間として策定した第1期総合戦略を、令和2年度に策定する第5次総合計画と整合性のとれた戦略とするため、計画期間を1年間延⻑

（２）第１期総合戦略の計画期間延⻑

基本⽬標 指標（基準値） 数値⽬標 現在値

①⼦育て環境ナンバーワンのまち か
しわら

⼦育て⽀援の満⾜度（3.24） 3.66 3.41

教育指導の満⾜度（2.95） 3.53 2.98

②働きやすいまち かしわら 若者の市内雇⽤者数の割合（28.2%） 33.1% 29.1%

③住んでみたい、住み続けたいまち
かしわら

「住み続けたい」と答える⼈の割合（66.6%） 81.7% 84%

市内への転⼊者（2,163⼈） 2,260⼈ 2,267⼈

市外への転出者（2,534⼈） 2,407⼈ 2,556⼈

④暮らしやすいまち かしわら
「住みやすい（暮らしやすい）と答える⼈の割合」（27.7%） 37.7% 28%

健康づくりにおける満⾜度（3.51） 3.72 3.53

・２つの⽬標の達成に加え、ほとんどの項⽬で、基準値（戦略策定時）より改善されたが、市外への転出者の項⽬のみ、基準値より数値が悪化した。

（３）第１期総合戦略の検証

基本⽬標の達成状況



（３）第１期総合戦略の検証
⼈⼝推移

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて

・平成27年度（H28.3）に策定した⼈⼝ビジョンを下
回る⽔準で推移している。

再掲 ⼈ 率（%）

0〜14歳 7,510 11.08

15〜64歳 40,003 59,04

65歳以上 20,246 29,88

実際の⼈⼝（R3.12.31現在）



（３）第１期総合戦略の検証

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて



（３）第１期総合戦略の検証

・⾃然増減について、出⽣数は、減
少する⼀⽅、死亡数が増加し、⾃
然減が拡⼤傾向にある。

・社会増減は、改善傾向にある。

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて



（３）第１期総合戦略の検証

柏原市の年代別転出⼊状況

・2010年→2015年にかけて20〜24歳→25〜29歳・ 25〜29歳→30〜34歳の転出超過が多い。

（20〜24歳→25〜29歳） （25〜29歳→30〜34歳）

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて



（３）第１期総合戦略の検証

性別・年齢階級別の転出者移動状況
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（４）第１期総合戦略の総括

○３つの戦略の柱を位置付け、４つの基本⽬標を設定し、既存事業の推進や地⽅創⽣推進交付⾦を活⽤した事業を通し
て、第４次総合計画に掲げる柏原市の⽬標とする将来像「市⺠が活きいきとし にぎわいにあふれているまち 柏原」の実現に
向け取り組んできました。

○基本⽬標で設定した指標は、２つの⽬標の達成に加え、ほとんどの項⽬において改善が⾒られ、⼀定の取組効果があった
と考えられます。

○⼀⽅で、若い世代を中⼼とした転出の増加など、⼈⼝減少・少⼦⾼齢化に⻭⽌めはかかっていません。

○地⽅創⽣は、中⻑期のビジョンに基づく政策であり、⼈⼝減少や少⼦⾼齢化をはじめとした様々な課題に対する取組の効
果は緩やかに現れることから、既存施策については、ブラッシュアップ等を⾏って「継続」するとともに、新たなチャンスを最⼤限活
かした、柏原市ならではの地⽅創⽣についても推進していく必要があります。

第1期総合戦略の総括

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて



（５）第２期総合戦略策定

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて



（５）第２期総合戦略策定

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて



【交流⼈⼝】

【関係⼈⼝】

【定住⼈⼝】

・ほとんど関わりがない者

・地域内にルーツがある者（近居・遠距）
・何らかの関わりがある者（過去の勤務や居住など）

観光施策

・現に柏原市に居住している者

シティプロモーション

ワーケーションの取組ふるさと納税

シビックプライドの醸成

⼤学との連携強化

・国⼟交通省⼤和川河川事務所
・公益財団法⼈ ⼤阪観光局

・奈良県 ⾹芝市 王寺町 三郷町

・コワーキングスペース運営者
・ふるさと納税寄付者

・⼤学⽣（市内在住）

・在勤者

・⼤阪府

基本⽬標３ 説明⽤資料 令和２年度第２回まち・ひと・しごと創⽣総合戦略

【ステークホルダー】

【ステークホルダー】

【ステークホルダー】

地域との関わり
地域への想い

強

弱

・⼤学⽣（市外在住）
転出を抑制する取組

定住（市内に転居）してもらう取組

（５）第２期総合戦略策定

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて



（５）令和３年度の取り組み（⼤学連携）

連携授業「多分化フィールドワーク」

【授業概要】
「⽣活空間としての地域の分析⼿法を学び、まちづくりについ
て考える」を⽬的に、柏原市に関する統計データを活⽤して
地域を⾒る⽬を養うほか、柏原市が抱える⾏政課題をテーマ
に、学⽣⾃らが課題解決の事業を提案するもの。これにより、
学⽣は役所機能やまちづくりについて⾝近な問題として考え
ることができ、擬似的ではあるが、フィールドワークやヒアリング
を体験し、協働・地域・公務（公共）について、学ぶことが
できる。

【授業テーマ】
「⿓⽥古道・⻲の瀬」の活⽤⽅法

【担当教授】
⾼⼭ 新 教授

【参加機関】
国⼟交通省⼤和川河川事務所・柏原市・柏原市歴史資
料館

令和３年７⽉２９⽇
産経新聞掲載記事

授業⾵景

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて

※無断転載不可



（５）令和３年度の取り組み（⼤学連携）

連携授業「安全科学研究法」

【授業概要】
⼤阪府（⼋尾⼟⽊事務所）が所有する防災啓発⽤ポスターを、⼼
理学の観点を取り⼊れて、住⺠の防災⾏動をより促せるように作成・
更新するもの。
授業を通して更新されたポスターは、⼤阪府⼋尾⼟⽊事務所のWEB
ページにて現在公開中。

【担当教授】
豊沢 純⼦ 准教授

【参加機関】
⼤阪府⼋尾⼟⽊事務所・柏原市

【啓発ポスター掲載URL】
https://www.pref.osaka.lg.jp/yaopwo/bousai/index.html

修正前 修正後

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて

市⻑から感謝状贈呈

https://www.pref.osaka.lg.jp/yaopwo/bousai/index.html


（５）令和３年度の取り組み（⼤学連携）

「現地視察・職場⾒学会」

【概要】
連携授業の延⻑で、授業テーマに関連する⻲の瀬資料館や隧道トンネル、柏原市役所新庁舎の現地視察を⾏った。
また、市役所の業務内容や職場環境など、就職に関する質問・相談が多いことから、市役所にて、職員との意⾒交換などを⾏う職場⾒学会を実施。

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて



（５）令和３年度の取り組み（⼤学連携）

地域連携公認プログラム

【⽬的】
地域連携公認プログラムは、地域社会との連携協⼒のもと
で実施される交流に学⽣を積極的に参加させることにより、
教育効果を⾼めるとともに、健やかに⽣きることのできる福祉
社会をめざす地域社会を⽀援することを⽬的としています。

【2021年 度地域連携公認プログラム紹介URL】
https://www.fuksi-kagk-u.ac.jp/chiikirenkei/regional_program.html

避難所運営演習

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて

脳を鍛えるウォーキング教室

https://www.fuksi-kagk-u.ac.jp/chiikirenkei/regional_program.html


【交流⼈⼝】

【関係⼈⼝】

【定住⼈⼝】

・ほとんど関わりがない者

・地域内にルーツがある者（近居・遠距）
・何らかの関わりがある者（過去の勤務や居住など）

観光施策

・現に柏原市に居住している者

シティプロモーション

ワーケーションの取組ふるさと納税

シビックプライドの醸成

⼤学との連携強化

・国⼟交通省⼤和川河川事務所
・公益財団法⼈ ⼤阪観光局

・奈良県 ⾹芝市 王寺町 三郷町

・コワーキングスペース運営者
・ふるさと納税寄付者

・⼤学⽣（市内在住）

・在勤者

・⼤阪府
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（５）第２期総合戦略策定
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【概要】
・地域の歴史的魅⼒や特⾊を通じて我が国の⽂化、伝統を語
るストーリーを⽂化庁が認定する⽇本遺産に「⿓⽥古道と⻲の
瀬」、「葛城修験」の２つが認定。
これを受け、補助⾦を活⽤しながら、広域（柏原市・三郷町・
⼤和川河川事務所）で観光施策を展開。

【主な取組み】
ブランド認定商品の開発、ポータルサイトの構築、PRイベントの
実施、シンポジウムの開催、案内看板の設置など

【公式サイト】
https://kamenose.jp/

（５）令和３年度の取り組み（観光施策）

「⽇本遺産」 お⼟産品の開発

公式YouTubeチャンネル

ボランティアガイド育成

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて
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【概要】
・地域の歴史的魅⼒や特⾊を通じて我が国の⽂化、伝統を語
るストーリーを⽂化庁が認定する⽇本遺産に「⿓⽥古道と⻲の
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実施、シンポジウムの開催、案内看板の設置など

【公式サイト】
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「⽇本遺産」

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて

アウタープロモーション

【あべのハルカス】 【市外でのシンポジウム開催】

https://kamenose.jp/


2020 2021 2022 2023 2024 2025

⽇本遺産認定 河川オープン化 ⻲の瀬地すべり歴史資料室
リニューアルオープン

⼤阪万博
開催にぎわい観光課発⾜

おもてなし環境の整備 国内誘客の推進 海外誘客の推進
■案内サイン、WiFi、マップ
■コンテンツ開発・実証実験（カヌー、ラフ
ティング、サイクリング、ツリーイング等）
■イベント（トンネル読書会、⽵灯籠ワー
クショップ等）
■ウェブサイト、動画等情報発信

地域住⺠・地域事業所の機運醸成と参画促進
■ボランティアガイド育成
■お⼟産づくり
■シンポジウム（YouTube・現地）実施
■広報誌連載
■イベント企画実施

■観光・来訪者に対しての満⾜度の向上
■観光案内所の設置
■２次交通の充実化
■イベント・体験プログラムの開発実施
■広域連携による⾯的な誘客
■プロモーション

■体験プログラムによる市⺠特典開発

■各種外国語対応
■インバウンド受⼊体制強化
■プロモーション

（５）令和３年度の取り組み（観光施策）

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて



・総合戦略の実効性の観点から、産官学⾦労で構成する「柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略推進委員会」において、毎年度、重要業績
評価指標（KPI）の達成状況や施策の進捗状況等を確認・検証することで、より効果の⾼い政策へとブラッシュアップしていきます。

（６）進⾏管理

第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の概要と令和３年度の取組みについて


